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な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
平
仮
名
の
成
立
期
頃
に
物
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
仮
名

の
墨
書
土
器
が
各
地
で
相
次
い
で
発
掘
さ
れ
、
今
後
の
平
仮
名
成
立
の
研

究
の
進
展
に
期
待
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
ん
づ
く
平
成
二

十
四
年
十
一
月
に
発
表
さ
れ
た
、
京
都
の
藤
原
良
相
西
三
条
第
跡
出
土
の

仮
名
墨
書
土
器
群
は
、
出
土
環
境
や
他
の
同
時
の
出
土
品
な
ど
の
検
証
か

ら
九
世
紀
後
半
成
立
の
も
の
と
目
さ
れ
、
内
容
も
歌
の
よ
う
な
ま
と
ま
り

の
あ
る
文
言
が
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
て
、
平
仮
名
の
発
達
段
階
に
あ
る

資
料
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る（
二
）。（
図
一
）

　

以
降
現
在
ま
で
、
こ
の
墨
書
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
論
考
が
研
究
者

は
じ
め
に

　

我
が
国
の
仮
名
文
字
は
、
古
代
の
万
葉
仮
名
が
、
漢
字
と
い
う
表
語
的

文
字
体
系
の
域
を
脱
し
、
独
立
し
た
表
音
的
文
字
体
系
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
原
初
の
発
生
や
成
立
の
過
程
の
実
態
に
つ
い
て

は
、
資
料
の
不
足
な
ど
か
ら
未
だ
詳
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
い
。

　

片
仮
名
の
成
立
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
明
治
以
降
、
古
訓
点
資
料
な
ど

を
も
と
に
様
々
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
平
仮
名（
一
）の
方
は
、
資
料
の
不
足
も

あ
っ
て
、
そ
の
具
体
的
な
成
立
の
過
程
や
原
理
を
論
じ
た
も
の
は
あ
ま
り

仮
名
成
立
史
上
の
西
三
条
第
跡
出
土
土
器

墨
書
仮
名
の
位
置
付
け

中
山
陽
介
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に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
墨
書
の
実
態
を
詳
細
に
し

た
論
は
未
だ
に
出
て
い
な
い
よ
う
に
、
筆
者
に
は
思
わ
れ
る（
三
）。

　

そ
の
解
明
の
進
ま
な
い
理
由
を
考
え
る
に
、
断
片
的
な
出
土
物
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
品
物
の
性
質
が
明
ら
か
で
な
い
の
を
始
め
と
し
て
、
さ
ら

に
、
内
容
の
面
で
は
、
解
読
が
捗
っ
て
い
な
い
た
め
、
書
か
れ
た
文
字
が

特
定
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
文
章
の
内
容
と
し

て
も
文
字
の
形
態
と
し
て
も
、
明
確
な
根
拠
が
据
え
ら
れ
て
い
な
い
の

で
、
未
だ
的
確
に
論
考
を
進
め
る
た
め
の
下
地
が
で
き
て
い
な
い
所
が
大

き
い
。

　

本
稿
は
、
こ
の
西
三
条
第
跡
出
土
の
墨
書
土
器
群
の
内
、
最
も
解
明
が

見
込
ま
れ
て
い
る
「
墨
書
土
器
十
四
」（
以
下
「
墨
十
四
」
と
称
す
）
を

取
り
上
げ
て
、
仮
名
成
立
史
の
観
点
か
ら
、
そ
の
仮
名
の
字
形
を
形
態
的

に
考
察
し
、
こ
の
墨
書
が
仮
名
成
立
史
の
上
で
、
い
か
な
る
位
置
に
置
か

れ
る
か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、
ま
ず
始
め
に
、
平
仮
名
の
成
立
史
の
概
観
と
当
墨
書
土
器

の
概
要
を
説
明
す
る
。
次
に
当
墨
書
の
釈
読
を
提
示
し
、
書
か
れ
た
文
字

を
特
定
す
る
。
続
い
て
、
そ
の
字
形
が
発
達
途
上
の
平
仮
名
と
し
て
ど
の

よ
う
な
段
階
に
あ
る
か
を
検
討
し
て
、
最
後
に
、
近
い
年
代
の
仮
名
資
料

と
比
較
し
、
墨
書
の
実
際
の
成
立
年
代
を
文
字
の
形
態
か
ら
考
察
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
仮
名
文
字
が
ど
の
よ
う
な
形
態
的
特
徴
を
も

ち
、
時
代
的
に
い
つ
ご
ろ
の
姿
で
あ
る
か
と
い
っ
た
、
こ
の
墨
書
土
器
の

仮
名
成
立
史
上
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
。

一　

平
仮
名
成
立
史
の
概
観

　

墨
書
土
器
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
平
仮
名
が
ど
の
よ
う
に
成
立

し
た
か
を
簡
単
に
説
明
す
る
。

　

現
在
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
平
仮
名
の
成
立
史
観
は（
四
）、

は
じ
め
に
漢
字

が
真
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
、
段
々
と
真
仮
名
が
崩
さ
れ
る
こ
と
で
、
い

わ
ゆ
る
草
仮
名
が
出
来
、
そ
れ
が
さ
ら
に
崩
さ
れ
て
女
手（
五
）（

い
わ
ゆ
る
平

仮
名
）
が
出
来
る
、
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

　
「
真
仮
名
」
と
は
漢
字
を
借
り
、
音
訓
に
よ
っ
て
一
字
一
音
方
式
で
国

語
を
表
記
し
た
も
の
で
、
形
態
や
文
字
体
系
と
し
て
は
ま
だ
独
立
せ
ず
、

漢
字
の
一
用
法
と
し
て
の
段
階
に
あ
る
。
楷
書
・
行
書
の
も
の
の
み
を

「
真
仮
名
」
と
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
草
書
で
書
い
た
と
し
て
も
、
漢
字

の
一
用
法
と
し
て
字
を
借
り
る
こ
と
と
し
て
は
同
一
で
あ
る
。

　
「
草
仮
名
」
と
い
う
名
称
に
は
現
代
的
な
用
法
で
は
、
指
す
も
の
が
二

者
あ
る（
六
）。

ひ
と
つ
は
、
女
手
が
成
立
し
た
以
後
に
、
表
現
の
一
様
式
と
し

て
存
立
し
た
書
体
と
し
て
の
草
仮
名
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
草
仮
名
の
代

表
的
な
遺
品
と
さ
れ
る
「
秋
萩
帖
」
は
女
手
成
立
後
、
十
世
紀
中
頃
以
降
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の
原
作
と
見
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
蓬
莱
切
」「
高
野
切
第
三
種
」「
粘
葉

本
和
漢
朗
詠
集
」
な
ど
の
平
安
の
古
筆
に
は
、
女
手
の
簡
素
な
表
現
と
、

草
仮
名
の
繁
雑
で
装
飾
的
な
表
現
と
を
歌
ご
と
に
書
き
分
け
て
、
表
現
を

工
夫
し
て
い
る
の
が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
。『
宇
津
保
物
語
』
な
ど
に

も
、「
女
手
」
と
「
草
」（
草
仮
名
）
と
は
対
立
し
た
表
現
の
書
体
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る（
七
）。

　

草
仮
名
の
ま
た
ひ
と
つ
は
、
真
仮
名
に
用
い
た
行
書
体
或
い
は
草
書
体

の
字
形
が
崩
れ
て
女
手
に
な
る
ま
で
の
、
中
間
に
あ
る
発
達
途
上
の
形
態

の
事
を
指
し
て
い
う
場
合
で
あ
る（
八
）。
た
と
え
ば
貞
観
九
年
（
八
六
七
。
西

暦
、
以
下
同
）
の
「
讃
岐
国
司
解
有
年
申
文
」（
図
二（
九
））

や
元
慶
元
年
（
八

七
七
）
の
「
東
寺
檜
扇
」（
図
三
）、
及
び
近
年
出
土
し
て
い
る
九
世
紀
後

半
の
仮
名
墨
書
土
器
群
な
ど
が
そ
う
で
、
既
に
漢
字
の
行
書
や
草
書
そ
の

も
の
で
な
く
、
仮
名
文
字
独
自
の
簡
略
化
を
ま
じ
え
て
い
る
。
以
上
両
者

の
「
草
仮
名
」
は
、
女
手
よ
り
も
繁
雑
で
あ
る
と
い
う
見
た
目
の
類
似
か

ら
一
括
り
に
「
草
仮
名
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
仮
名
成
立
史
の
観
点
で
は
全

く
異
な
る
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、「
草
仮
名
」

と
い
う
呼
び
名
は
前
者
の
書
体
と
し
て
の
意
味
に
限
っ
て
用
い
、
後
者
の

歴
史
的
な
段
階
の
事
は
、
今
姑
く
「
古
体
の
仮
名
」
と
い
う
よ
う
な
呼
び

方
を
し
て
そ
れ
ら
の
混
乱
を
さ
け
る
こ
と
と
す
る
。

　

女
手
の
早
い
時
期
の
も
の
は
、
延
喜
か
ら
承
平
（
九
〇
一
～
九
三
七
）

頃
と
さ
れ
る
「
因
幡
国
司
解
案
紙
背
仮
名
消
息
」
や
、
定
家
本
土
佐
日
記

の
奥
に
写
さ
れ
た
紀
貫
之
自
筆
土
佐
日
記
の
臨
摸
で
承
平
五
年
（
九
三

五
）
か
ら
程
な
い
頃
の
面
影
を
伝
え
る
も
の
、
ま
た
承
平
八
年
（
天
慶
元

年
、
九
三
八
）
の
「
奝
然
生
誕
書
付
」
が
あ
る（
十
）。
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）

に
は
古
今
集
が
撰
じ
ら
れ
仮
名
が
常
用
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
事
か
ら
、

延
喜
・
承
平
の
頃
ま
で
に
は
女
手
ら
し
い
女
手
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

西
三
条
第
跡
出
土
の
墨
書
土
器
の
仮
名
は
、
延
喜
・
承
平
頃
ま
で
に
女

手
が
完
成
す
る
以
前
の
古
体
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
な

成
立
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
考
古
学
的
な
研
究
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の

年
代
の
推
定
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

二　

西
三
条
第
跡
出
土
墨
書
土
器
の
概
要

　

西
三
条
第
跡
の
墨
書
土
器
群
は
多
く
が
池
二
五
〇
か
ら
出
土
し
た
も
の

で
、
池
の
北
西
部
、
釣
殿
と
さ
れ
る
遺
構
付
近
に
ま
と
ま
っ
て
存
在
し
て

い
た
。
釣
殿
は
寝
殿
造
中
極
め
て
風
情
あ
る
場
所
で
あ
り
、
釣
魚
、
観

魚
、
観
月
、
花
見
、
詩
会
、
納
涼
に
適
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
十
一
）。

　

こ
れ
ら
の
墨
書
土
器
の
多
く
は
土
師
器
の
皿
や
杯
に
書
き
付
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
池
の
ほ
と
り
の
釣
殿
な
ど
に
あ
っ
て
、
宴
な
ど
で
歌
を
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図
一　

墨
書
土
器
十
四

図
二　

有
年
申
文

図
三　

東
寺
檜
扇
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詠
ん
で
書
い
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
池
に
捨
て
た
り
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

三
代
実
録
に
は
、
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
三
月
二
十
三
日
、
清
和
天
皇

が
西
三
条
第
に
行
幸
せ
ら
れ
て
、
桜
花
を
観
じ
、
文
人
を
し
て
百
花
亭
の

詩
を
賦
せ
し
め
ら
れ
た
事
が
見
え
る
。
主
人
藤
原
良
相
は
こ
の
時
右
大
臣

で
あ
っ
て
、
西
三
条
第
も
こ
の
頃
隆
盛
を
極
め
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し

当
年
応
天
門
の
変
を
機
に
兄
の
太
政
大
臣
藤
原
良
房
と
の
対
立
が
あ
り
敗

退
、
や
が
て
身
を
引
き
、
翌
九
年
（
八
六
七
）
十
月
十
日
薨
じ
た
。
ち
な

み
に
西
三
条
第
行
幸
の
後
、
閏
三
月
朔
に
は
良
房
邸
に
も
行
幸
が
あ
っ

た
。

　

良
相
が
文
芸
に
力
を
注
ぎ
、
人
を
招
い
て
詩
文
の
能
を
試
み
た
り
し
て

い
た
こ
と
や
、
男
常
行
が
和
歌
に
通
じ
て
、
在
原
業
平
と
も
交
流
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
は
、
仮
名
墨
書
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

　

良
相
薨
じ
て
後
、
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
に
は
実
姉
の
太
皇
太
后
順

子
が
崩
じ
、
貞
観
十
七
年
に
は
常
行
が
薨
じ
た
。
西
三
条
第
も
こ
の
頃
を

境
に
、
急
速
に
衰
退
し
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
報
告
書
で
は
、

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
西
三
条
第
が
最
も
盛
況
を
呈
し
た
の
は
850
〜

870
年
代
の
お
よ
そ
30
年
間
と
な
る
。
実
際
に
は
そ
の
前
後
も
使
用
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
と
出
土
遺
物
の
年
代
観
に
は
大
き

な
矛
盾
は
認
め
ら
れ
な
い
（
十
二
）。

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
墨
書
土
器
も
そ
の
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら

れ
、
丸
川
義
広
氏
は
、
常
行
没
年
、
す
な
わ
ち
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
）

前
後
を
そ
の
下
限
と
想
定
す
る
の
が
妥
当
か
と
し
て
い
る
（
十
三
）。

三　

釈
読

　

本
稿
で
は
、
先
述
の
通
り
、
西
三
条
第
跡
出
土
の
仮
名
墨
書
の
中
で
も

最
も
検
討
が
進
め
ら
れ
、
解
読
が
見
込
ま
れ
て
い
る
墨
十
四
の
仮
名
の
形

態
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
文
字
の
形
態
を
論
ず
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
ま

ず
、
従
来
の
釈
読
案
や
他
の
仮
名
資
料
を
参
考
に
、
書
か
れ
た
文
字
を
解

読
す
る
。

　

先
行
の
墨
十
四
の
案
を
挙
げ
る
と
、
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
発
表
の

調
査
報
告
書
（
十
四
）で

は
、
六
行
目
か
ら
七
行
目
に
か
け
て
の
箇
所
に
「
ひ
と
に

く
し
と
お
（
も
）
は
れ
」
と
い
ふ
語
句
が
読
み
出
さ
れ
て
い
る
。
翌
二
十

六
年
（
二
〇
一
四
）
の
南
條
佳
代
氏
の
考
察
（
十
五
）で
は
、
五
行
目
の
頭
か
ら
六

行
目
に
か
け
て
「
い
く
よ
し
も
あ
ら
じ
わ
が
み
を
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

古
今
和
歌
集
巻
十
八
雑
下
の
「
幾
世
し
も
あ
ら
じ
わ
が
身
を
な
ぞ
も
か
く

海
人
の
刈
る
藻
に
思
ひ
乱
る
る
」（
九
三
四
番
）
の
上
二
句
に
相
当
す
る

可
能
性
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
案
に
よ
っ
て
土
器
の
左
半
分
が
歌
で

あ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
。
ま
た
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
の
丸
川
義

広
氏
の
論
（
十
六
）で

は
、
墨
書
の
字
数
を
計
算
し
、
土
器
の
右
半
分
も
歌
で
あ
る
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可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
つ
つ
、
仮
名
の
古
体
を
示
す
資
料
を
根

拠
と
し
て
、
左
半
分
に
次
の
よ
う
な
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
新
た

に
提
示
す
る
。
斜
線
は
改
行
。
数
字
は
行
数
。

い５

く
よ
し
も
あ
ら
し
わ
か
（
み
）
／
を６

あ
ち
き
な
く
ひ
と
に
／
ゝ７

く

し
と
お
（
も
）
は
れ
／
そ８

す
（
る
…
）
う
ら
／
み９

以
久
与
之
毛
安
良
之
和
加
（　

）
／
乎
安
知
幾
奈
久
比
止
尓
／
ゝ
久

之
止
於
（　

）
波
礼
／
曾
須
（　
　

）
宇
良
／
美

（
幾
世
し
も
有
ら
じ
我
が
身
を
無
道
く
人
に
憎
し
と
思
は
れ
ぞ
す
る
）

　

証
例
と
し
て
、
先
に
紹
介
し
た
古
仮
名
資
料
や
草
仮
名
の
作
品
や
、

「
自
家
集
切
（
十
七
）」

な
ど
を
引
い
て
、
適
合
す
る
字
例
を
図
四
に
示
し
た
（
十
八
）。

　

以
下
、
補
足
を
加
え
る
。
五
行
目
の
末
の
欠
け
た
「
か
」
は
、
中
近
世

に
見
え
る
「
可
」
の
仮
名
に
も
見
え
る
が
、
む
し
ろ
土
器
右
側
の
三
行
目

に
見
え
る
原
字
「
加
」
の
字
体
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。
七
行
目
の
頭
に

旧
釈
で
は
「
ひ
と
に
／
く
し
」
と
読
ん
だ
所
を
「
ひ
と
に
／
ゝ
く
し
」
と

読
ん
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
同
点
が
行
頭
に
来
る
の
は
、
草
卒
な
書
き
付
け

な
ら
有
り
得
る
（
十
九
）。
八
行
目
の
「
曾
」
は
確
証
が
な
く
、
自
家
集
切
や
小
野

道
風
消
息
（
二
十
）の

似
た
字
形
を
挙
げ
た
が
、
そ
れ
ら
と
比
し
て
も
運
筆
に
疑
い

が
あ
る
。
土
器
の
縁
に
書
い
た
か
ら
か
。
同
行
三
字
目
の
土
器
の
欠
け
を

「
る
」
と
想
定
し
た
の
は
、
上
を
助
詞
の
「
ぞ
」
と
し
て
読
ん
だ
た
め
に

連
体
形
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
ま
で
で
あ
る
。
九
行
目
の
頭
の
字
も
、

「
御
堂
関
白
記
」
の
自
筆
本
の
女
手
に
似
た
例
が
あ
る
が
（
二
十
一
）、「

美
」
の
仮
名

の
古
態
と
し
て
は
簡
略
に
過
ぎ
る
か
。
一
首
の
後
の
三
字
を
「
う
ら
み
」

と
読
ん
だ
が
、
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
歌
句
の
推
敲
の
跡
か
も
し
れ
な

い
。

　

一
首
の
意
は
、「
行
く
末
幾
許
も
な
い
我
が
身
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し

よ
う
も
な
い
こ
と
に
、
人
に
憎
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
だ
」
と
解
釈
で
き
、

老
い
ら
く
の
憂
え
を
詠
ん
だ
歌
と
な
る
。

　

以
上
の
釈
文
を
仮
定
し
、「
い
く
よ
し
も
」
の
句
を
『
新
編
国
歌
大
観
』

の
索
引
で
探
し
た
所
、
よ
く
似
た
歌
は
な
か
っ
た
。
平
安
中
期
の
も
の
で

こ
の
句
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
は
、
南
條
氏
案
の
古
今
集
九
三
四
番
歌
に
加

え
て
、
次
の
も
の
が
あ
っ
た
（
二
十
二
）。

い
く
よ
し
も
あ
ら
じ
も
の
か
ら
わ
か
た
け
の
お
ひ
そ
は
り
け
ん
春
さ

へ
ぞ
う
き
（『
朝
忠
集
』
二
九
番
：
二
八
番
の
返
し
で
女
の
歌
。）

い
く
よ
し
も
あ
ら
じ
と
お
も
ふ
よ
の
な
か
の
え
し
も
こ
ゝ
ろ
に
か
な

は
ぬ
ぞ
う
き
（『
好
忠
集
』
四
五
七
番
：
題
「
か
の
え
」）

　

ま
た
、
時
代
は
下
る
が
、

い
く
よ
し
も
あ
ら
じ
も
の
ゆ
ゑ
あ
ぢ
き
な
く
う
き
身
を
か
へ
て
お
も

ふ
べ
き
か
は
（『
千
五
百
番
歌
合
』
二
三
九
五
番
）

は
語
句
が
似
て
参
考
と
な
ろ
う
。
以
上
は
皆
、
行
く
末
短
い
我
が
身
に
加
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図
四　

墨
十
四
釈
読
証
例

有
…
有
年
申
文

自
…
自
家
集
切

秋
…
秋
萩
帖

道
…
小
野
道
風
消
息

高
一
…
高
野
切
第
一
種

高
二
…
同
第
二
種

堂
…
御
堂
関
白
記
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わ
る
憂
え
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
が
、
一
首
の
趣
き
も
こ
れ
に
適
う
。

　

句
単
位
で
の
類
歌
は
、
こ
れ
ら
二
三
の
例
に
留
ま
る
が
、
同
一
の
歌
が

見
つ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
墨
書
は
手
習
い
の
歌
や
有
名
な

古
歌
を
書
い
た
も
の
で
は
な
く
、
宴
な
ど
で
新
作
の
歌
を
書
き
と
め
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

土
器
右
半
分
の
歌
に
つ
い
て
は
、
欠
損
が
多
く
、
判
断
を
下
し
得
な
い

が
、
一
応
次
の
よ
う
な
可
能
性
を
提
示
し
て
お
く
。

（１　
　

）
け
の
（　
　

）
／
（２　
　

）
ろ
た
い
（　
　

）
／
（３　
　

）

か
な
さ
（　
　

）
／
あ４

る
（　

）
す

（　
　

）
計
乃
（　
　

）
／
（　
　

）
呂
多
以
（　
　

）
／
（　
　

）

加
奈
左
（　
　

）
／
安
流
（　

）
須

　

三
行
目
の
「
か
な
さ
」
は
「
は
か
な
さ
」
か
。

　

以
上
の
考
察
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
墨
書
は
、
新
作
の
和
歌
を

書
き
付
け
、
推
敲
な
ど
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
保
存
し
た
り
、
人
に

示
し
た
り
と
、
公
的
な
意
味
を
も
っ
て
謹
厳
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
場
限
り
の
私
的
な
意
味
合
い
を
も
っ
て
草
卒
に
書
か
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
筆
者
は
お
そ
ら
く
老
人
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
が
当
時
（
や
や
古
い
世
代
に
）
常
用
さ
れ
た
仮
名
の
砕
け
た
表
現
で

あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
提
示
し
た
釈
文
と
こ
の
推
定
の
も

と
、
実
際
に
当
墨
書
の
仮
名
文
字
の
形
態
の
分
析
を
行
う
。

四　

墨
書
の
仮
名
の
形
態
の
特
徴

　

佐
野
光
一
氏
は
『
改
訂
草
書
の
覚
え
か
た
』
の
中
で
、
漢
代
以
降
の
草

書
が
篆
書
・
隷
書
か
ら
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
を
分
析
す
る
の
に

「
簡
・
連
・
省
」
と
い
う
三
則
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
草
書
の
字
形
に
は
「
簡
・
連
・
省
」
の
三
要
素
が
入
っ
て

い
る
。「
簡
」
と
は
簡
略
の
こ
と
。
速
く
書
く
た
め
に
、
点
画
の
長

き
を
短
く
、
短
き
は
点
に
、
あ
る
い
は
方
向
や
粗
細
（
太
い
細
い
）

の
変
化
な
ど
、
行
書
以
上
に
多
用
す
る
。「
連
」
は
連
続
で
、
し
か

も
速
く
書
く
た
め
方
向
を
変
え
て
続
け
る
。「
省
」
は
点
画
を
減
ら

し
省
く
こ
と
で
、
行
書
で
は
や
や
少
な
い
が
、
草
書
で
は
最
も
重
要

な
も
の
で
あ
る
。
点
画
の
多
い
字
ほ
ど
、
こ
の
三
者
を
効
果
的
に

使
っ
て
簡
単
な
草
書
の
形
と
し
て
い
る
（
二
十
三
）。

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
考
え
方
を
応
用
し
な
が
ら
、
仮
名
に
お
け
る
簡
略
化

の
法
則
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
で
、
墨
十
四
の
仮
名
が
、
漢
字
の
行
草
か

ら
仮
名
文
字
の
女
手
に
な
る
ま
で
の
間
の
、
ど
の
よ
う
な
段
階
に
あ
る
の

か
を
見
定
め
る
。

　

表
一
に
、「
簡
・
連
・
省
」
の
観
点
か
ら
、
漢
字
の
行
草
と
女
手
と
の

字
形
の
相
違
を
取
り
挙
げ
、
そ
れ
を
も
と
に
墨
十
四
の
形
態
を
考
察
し
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た
。
上
段
に
は
行
草
の
例
と
し
て
空
海
を
中
心
と
し
た
平
安
前
期
の
字

例
、
も
し
く
は
王
羲
之
系
の
字
例
を
挙
げ
、
中
段
に
は
女
手
の
最
も
典
型

的
な
字
形
を
示
す
「
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
」「
高
野
切
第
三
種
」
の
字
例

を
掲
げ
、
下
段
に
墨
十
四
の
例
を
載
せ
る
。
行
草
と
女
手
と
で
字
形
の
差

の
あ
る
部
分
を
符
号
で
示
し
、
女
手
に
な
る
と
そ
こ
に
「
簡
・
連
・
省
」

い
ず
れ
の
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
を
下
に
表
記
し
、
そ
れ
が
墨
十
四

で
実
現
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
○
×
△
の
符
号
で
示
し
た
。
△
は
判
断

の
下
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
三
則
の
分
類
と
そ
の
判
定
は
書
法
的
観
点

に
よ
る
筆
者
の
主
観
に
基
づ
く
（
二
十
四
）。

　
（
表
一
）

安

（
一
）
省
○
（
二
）
省
○

（
三
）
省
○
（
四
）
簡
×

以

（
一
）
連
○
（
二
）
簡
×

宇

（
一
）
連
○
・
省
○

（
二
）
連
○
・
簡
×

於加

（
一
）
連
○

幾

（
一
）
連
○

（
二
）
連
○
・
簡
×

久

（
一
）
簡
×

（
二
）
連
○

計

（
一
）
省
×

左

（
一
）
簡
○

（
二
）
連
・
簡

之

（
一
）
連
○

（
二
）
簡
○
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須

（
一
）
簡
×

曾

（
一
）
省
○
・
簡
×

多

（
一
）
簡
×

（
二
）
省
○

知

（
一
）
簡
△

止

（
一
）
連
○

（
二
）
連
○
（
三
）
簡
×

奈

（
一
）
連
○
・
簡
△

（
二
）
連
○
・
簡
×

（
三
）
連
○
（
四
）
連
×

（
五
）
連
○

尓

（
一
）
簡
○
・
連
○

（
二
）
連
×
（
三
）
連
×

乃

（
一
）
連
×

（
二
）
簡
×

波

（
一
）
省
○
（
二
）
省
○

（
三
）
簡
○
（
四
）
連
△

比

（
一
）
簡
×
・
連
×

（
二
）
簡
△
（
三
）
連
×

（
四
）
簡
○

美

（
一
）
省
○
（
二
）
簡
△

（
三
）
連
○
（
四
）
連
○

毛

（
一
）
連
×

（
二
）
簡
△　
　
　

注
（
二
十
五
）

　

与

（
一
）
簡
×

（
二
）
連
△

良

（
一
）
簡
△

（
二
）
連
○
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流礼

（
一
）
連
×

（
二
）
簡
×

呂

（
一
）
連
○

（
二
）
省
×

和

（
一
）
簡
×
（
二
）
簡
×

（
三
）
連
○
・
簡
×

乎

（
一
）
連
○
・
簡
○

（
二
）
連
×
・
簡
×

　

こ
れ
ら
「
簡
・
連
・
省
」
三
則
に
分
類
し
た
も
の
を
更
に
細
か
く
分

析
し
、
仮
名
の
簡
略
化
の
法
則
を
探
り
出
す
と
、
筆
者
に
は
次
の
六
つ

の
法
則
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
仮
に
名
前
を
つ
け
て
、
そ
れ
ら
が

墨
十
四
で
は
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
て
い
る
か
、
或
い
は
実
現
さ
れ
て

い
な
い
か
を
次
に
示
す
。

・
均
し
（
簡
）　

…　

右
の
表
の
墨
十
四
の
字
例
の
う
ち
「（
左
）
之
波

良
」
は
、
転
折
の
く
ね
り
が
均
さ
れ
て
無
く
な
り
、
女
手
の
形
に
近
く

な
っ
て
い
る
。「
安
以
（
宇
）
幾
須
（
曾
）（
多
）
止
奈
乃
毛
与
礼
呂
和
」

で
は
ま
だ
存
在
し
て
い
て
、
行
草
の
よ
う
に
ボ
キ
ボ
キ
と
屈
折
し
て
い

る
。

・
縮
め
（
簡
）　

…　
「
奈
尓
乎
」
で
は
、
長
い
画
が
短
縮
さ
れ
て
、
次
の

画
に
続
け
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
比
毛
与
良
（
礼
）
乎
」
で
は

女
手
で
点
に
書
く
所
を
画
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
土
器
の
曲

面
に
書
い
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。「
久
」
は
短
く
な
る
画

が
ま
だ
長
い
。

・
繋
ぎ
（
連
）　

…　
「
以
（
宇
）
加
幾
之
奈
和
乎
」
は
、
離
れ
た
点
画
同

士
が
繋
が
っ
て
一
画
と
し
て
書
か
れ
る
。「
尓
乃
」
は
繋
が
っ
て
い
な
い
。

・
接
ぎ
（
連
）　

…　
「（
宇
）
久
奈
尓
」
で
は
離
れ
た
画
同
士
の
収
筆
と

起
筆
と
の
接
合
が
見
ら
れ
る
。「
比
」
は
ま
だ
離
れ
て
い
る
。「
波
与
」
は

画
同
士
が
近
づ
い
て
い
る
が
、
女
手
の
よ
う
に
綺
麗
に
一
筆
で
書
く
よ
う

に
は
な
っ
て
い
な
い
。

・
省
き
（
省
）　

…　
「
安
波
」
は
、
下
か
ら
回
り
込
む
鉤
が
省
略
さ
れ
て

い
る
。「
計
」
の
左
の
鉤
や
「
呂
」
の
点
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

・
約
め
（
省
）　

…　
「（
宇
）（
曾
）（
多
）（
美
）」
は
、
繁
雑
な
部
分
を
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図
五　

高
野
切
第
三
種
の
女
手
と
草
仮
名

一
筆
で
済
ま
せ
る
よ
う
な
省
略
が
甚
し
い
と
見
え
る
が
、
字
が
全
て
存
疑

で
あ
る
。

　

以
上
の
六
則
の
内
、
墨
十
四
で
最
も
発
達
が
顕
著
な
の
は
、「
繋
ぎ
」

の
要
素
と
見
え
、
多
く
の
字
で
盛
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
反
対
に

最
も
遅
れ
て
い
る
の
は
、「
均
し
」
の
要
素
で
あ
る
。

　
「
繋
ぎ
」
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
墨
書
に
字
と

字
と
の
連
綿
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
連
綿
は
仮
名

書
法
の
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
成
立
に
は
唐
の
狂
草
の

連
綿
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
が
（
二
十
六
）、

今
草
に
し
ろ
狂
草
に
し
ろ
、
大
陸

の
書
法
で
の
連
綿
は
技
法
や
様
式
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
ず
、
関
連
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
仮
名
の
書
法
で
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
別
に
何
ら
か
の
説
明
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
の
墨
書
に
連
綿
が
見
え
る
事
は
、
字
画
の
「
繋
ぎ
」
の
法
が
発
達
し

て
い
る
事
か
ら
考
え
る
と
、
そ
の
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
恐

ら
く
、
国
語
の
性
質
上
、
真
名
文
に
比
べ
て
字
数
の
多
く
な
る
仮
名
文
に

は
、
速
く
多
く
書
け
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
字
画

を
続
け
書
き
す
る
手
法
が
取
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
字
の
内
の
画
の

「
繋
ぎ
」
と
、
字
同
士
の
連
綿
と
が
、
同
時
に
展
開
し
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
更
に
、「
均
し
」
の
法
が
未
発
達
な
の
も
、
連
綿
と
関
連
づ
け
て

考
え
ら
れ
る
。
女
手
の
書
は
、
流
麗
と
評
さ
れ
る
よ
う
な
な
だ
ら
か
な
曲

線
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
流
れ
る
よ
う
な
動
き
を
実
現
さ

せ
た
の
が
、「
均
し
」
に
よ
る
字
画
の
簡
略
化
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

図
五
に
は
、「
高
野
切
第
三
種
」
か
ら
同
一
筆
者
に
よ
る
女
手
と
草
仮

名
と
の
表
現
の
比
較
を
示
し
た
（
二
十
七
）。
草
仮
名
で
は
、
連
綿
線
は
上
字
の
末
と

下
字
の
頭
と
を
結
ぶ
だ
け
で
、
動
き
も
直
線
的
で
ど
れ
も
大
体
四
十
五
度

程
の
傾
き
に
な
っ
て
い
て
単
調
な
も
の
で
あ
る
が
、
女
手
の
連
綿
で
は
、

上
字
の
末
と
連
綿
線
と
下
字
の
頭
と
が
不
可
分
の
一
体
と
な
っ
て
融
和

し
、
流
れ
る
よ
う
に
連
続
し
て
、
女
手
ら
し
い
流
麗
さ
が
実
現
さ
れ
て
い

る
。

　

墨
十
四
の
連
綿
を
見
て
み
る
と
、
三
行
目
「
加
」、
六
行
目
「
安
」
な

ど
は
末
画
が
左
下
に
向
い
て
次
の
字
に
繋
げ
易
い
た
め
、
比
較
的
な
だ
ら

か
に
連
綿
し
て
い
る
が
、
五
行
目
「
以
」「
和
」
な
ど
は
、
女
手
で
あ
れ

ば
末
画
が
左
下
に
向
く
の
で
な
だ
ら
か
に
繋
が
る
が
、
こ
の
墨
書
で
は
ま

だ
字
画
が
繁
雑
な
た
め
に
そ
の
流
れ
が
滞
っ
て
い
る
。
こ
の
連
綿
が
綺
麗

に
繋
が
る
た
め
に
は
、
こ
の
字
画
の
「
均
し
」
が
実
現
さ
れ
て
女
手
の
字

形
の
如
く
、
末
画
が
次
の
字
に
つ
な
が
る
よ
う
な
筆
運
び
に
変
化
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
草
仮
名
の
連
綿
が
単
調
な
の
も
、
同
じ
よ
う
に
字
画
が

繁
雑
な
た
め
に
書
き
流
せ
な
い
こ
と
が
理
由
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
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図
五　

高
野
切
第
三
種
の
女
手
と
草
仮
名
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で
、
こ
の
墨
書
に
見
え
る
「
均
し
」
の
発
達
段
階
は
、
そ
の
連
綿
の
発
達

の
状
態
に
も
大
き
な
関
わ
り
が
あ
る
と
い
え
る
。「
均
し
」
の
発
達
の
由

来
も
、
恐
ら
く
仮
名
を
速
く
多
く
書
く
要
請
か
ら
出
た
も
の
で
、
墨
十
四

の
よ
う
な
「
繋
ぎ
」
の
発
達
し
た
段
階
を
経
て
、
後
に
起
こ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
を
総
合
し
て
、
女
手
の
成
立
の
沿
革
を
考
え
て
み
る

と
、
先
に
「
繋
ぎ
」
が
発
達
し
、
字
や
点
画
を
続
け
て
書
く
、
い
わ
ば

「
続
け
書
き
」
と
も
い
う
べ
き
段
階
に
な
り
、
そ
の
後
「
均
し
」
が
発
達

し
、
無
駄
な
運
筆
を
省
き
、
字
を
流
れ
る
よ
う
に
書
く
、
い
わ
ば
「
流
し

書
き
」
と
も
い
う
べ
き
段
階
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
女
手
ら
し
い
字
形

が
実
現
さ
れ
て
く
る
、
と
い
う
過
程
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

墨
十
四
の
仮
名
書
法
の
発
達
段
階
は
、「
繋
ぎ
」
を
使
い
こ
な
し
た

「
続
け
書
き
」
の
段
階
に
至
り
な
が
ら
、
か
つ
未
だ
「
均
し
」
が
あ
ま
り

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
「
流
し
書
き
」
の
段
階
に
は
至
っ
て
い
な

い
、
と
い
う
段
階
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

他
資
料
と
の
比
較

　

以
上
の
分
析
を
も
と
に
、
こ
の
墨
書
の
推
定
さ
れ
た
成
立
年
代
に
近
い

資
料
と
比
較
を
行
い
、
そ
の
年
代
を
形
態
の
面
か
ら
検
証
す
る
。

　

常
行
没
年
（
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
））
を
基
準
に
、
そ
れ
に
近
い
仮

名
資
料
で
成
立
年
を
知
り
得
る
「
有
年
申
文
」（
貞
観
九
年
（
八
六
七
））

と
「
東
寺
檜
扇
」（
元
慶
元
年
（
八
七
七
））
と
を
以
っ
て
比
較
す
る
。

　

有
年
申
文
（
図
二
）
は
、
仮
名
の
古
体
と
し
て
い
か
に
も
典
型
的
で
、

ま
だ
連
綿
の
不
完
全
な
、
漢
字
の
要
素
が
強
い
様
を
し
て
い
る
。
し
か
し

そ
の
成
立
年
が
、
よ
り
流
麗
な
書
き
ぶ
り
を
し
た
東
寺
檜
扇
の
仮
名
に
先

立
つ
こ
と
の
わ
ず
か
十
年
で
し
か
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
書
は
公
文

書
で
あ
る
た
め
に
漢
文
に
合
わ
せ
て
硬
く
書
い
た
に
過
ぎ
ず
、
当
時
一
般

で
は
も
っ
と
流
麗
で
簡
略
な
仮
名
も
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
見
方
も
あ

る（
二
十
八
）。

　

東
寺
檜
扇
（
図
三
）
は
、
檜
扇
に
絵
や
図
案
、
習
書
の
よ
う
な
も
の
を

書
い
た
も
の
で
、
第
一
橋
・
第
三
橋
・
第
十
五
橋
の
三
箇
所
に
仮
名
書
き

が
あ
る
が
、
解
読
が
困
難
で
あ
る
。
辛
う
じ
て
第
一
橋
に
「
ね
む
（
も
）

こ
ろ
に
」
第
十
五
橋
に
「
な
に
は
」
と
い
っ
た
語
句
が
判
読
で
き
る
。
書

風
か
ら
複
数
の
筆
者
が
想
定
さ
れ
る
（
二
十
九
）。

　

表
二
に
お
い
て
、
墨
十
四
と
有
年
申
文
と
東
寺
檜
扇
と
を
比
較
す
る
。

字
例
は
同
一
資
料
の
中
で
最
も
簡
略
な
字
形
を
選
び
、
三
者
の
内
二
者
で

共
通
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
を
挙
げ
る
。
東
寺
檜
扇
に
は
筆
者
の
推
定
に

よ
る
骨
書
き
を
併
載
す
る
。
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（
表
二
）墨

十
四

有
年
申
文

東
寺
檜
扇

以於

？

加之太

？

多

止奈尓乃波
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比末无毛与良礼

呂
　

以
下
、
墨
十
四
と
二
者
と
を
比
較
し
て
形
態
の
異
同
を
論
ず
る
。

（「
於
」
は
欠
損
が
あ
る
た
め
除
外
し
た
。「
无
」
と
「
毛
」
と
の
間
に
置

い
た
東
寺
檜
扇
の
字
は
「
む
」「
も
」
両
方
考
え
ら
れ
る
（
三
十
）。）

・
墨
十
四
と
有
年
申
文
と
の
比
較

　
　

両
者
同
形
の
も
の　

…　

以
止
尓
乃
比
与
礼

　
　

墨
十
四
の
方
が
簡
略
な
も
の　

…　

加
之
奈
波
良

　
　

崩
し
方
の
異
な
る
も
の　

…　
（
多
）
毛

・
墨
十
四
と
東
寺
檜
扇
と
の
比
較

　
　

両
者
同
形
の
も
の　

…　

尓
波
（
呂
）

　
　

東
寺
檜
扇
の
方
が
簡
略
な
も
の　

…　

奈
（
毛
）

　

形
態
の
簡
略
さ
は
、
有
年
申
文
か
ら
墨
十
四
、
東
寺
檜
扇
へ
と
段
々
と

簡
略
に
な
っ
て
お
り
、
資
料
の
想
定
さ
れ
た
成
立
年
代
順
に
も
適
っ
て
い

る
。

　

墨
十
四
と
有
年
申
文
と
で
は
、
墨
十
四
の
方
が
簡
略
な
字
形
が
あ
る
の

は
勿
論
の
事
で
あ
る
が
、
同
じ
形
態
の
も
の
も
相
当
数
あ
る
。
簡
略
に

な
っ
て
い
る
も
の
は
、「
加
」
の
「
繋
ぎ
」、「
之
」
の
「
均
し
」（
擦
れ
て
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い
る
が
点
と
画
と
の
繋
ぎ
は
あ
る
と
見
え
る
）、「
奈
」
の
「
接
ぎ
」、

「
波
」
の
「
均
し
」、「
良
」
の
「
均
し
」
と
な
る
。
墨
十
四
に
見
た
「
均

し
」
の
確
例
全
三
例
が
有
年
申
文
で
は
皆
成
立
し
て
い
な
い
。「
多
」
は

有
年
申
文
の
方
が
「
均
し
」
が
成
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
原
字

の
字
体
の
相
違
で
あ
ろ
う
。
有
年
申
文
の
「
以
止
奈
末
」
な
ど
に
見
え
る

「
繋
ぎ
」
や
連
綿
の
使
用
状
況
を
見
る
と
、
書
き
手
は
既
に
「
続
け
書
き
」

の
手
法
を
知
っ
て
い
る
と
見
え
る
。

　

墨
十
四
と
東
寺
檜
扇
と
で
は
、「
奈
」
の
「
均
し
」
は
東
寺
檜
扇
の
方

が
少
し
進
行
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
他
は
同
形
と
見
え
る
。
字
例
が

少
な
い
の
で
詳
細
な
異
同
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、「
末
」
や
「
呂
」

な
ど
、
女
手
化
が
期
待
さ
れ
そ
う
な
字
が
東
寺
檜
扇
で
も
ま
だ
古
体
の
面

目
を
し
て
い
る
の
で
、
全
体
的
に
見
れ
ば
墨
十
四
と
比
べ
て
さ
し
た
る
開

き
は
な
い
と
見
え
る
。

　

以
上
、
わ
ず
か
な
字
数
で
は
あ
る
が
、
全
体
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
墨

十
四
と
東
寺
檜
扇
と
で
は
、
東
寺
檜
扇
の
方
が
簡
略
化
が
進
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
る
も
の
の
、
形
態
に
は
あ
ま
り
飛
躍
的
な
差
は
な
く
、
近
い
時

代
の
も
の
と
し
て
矛
盾
は
な
い
と
い
え
る
。
有
年
申
文
は
、
公
文
書
と
い

う
書
か
れ
た
背
景
の
事
や
、
書
風
の
上
で
は
東
寺
檜
扇
が
さ
ら
っ
と
書
く

の
に
比
べ
て
ず
っ
し
り
と
書
い
て
い
る
事
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
年

代
当
時
の
仮
名
の
草
卒
な
形
態
と
は
見
な
し
が
た
い
が
、
当
時
既
に
「
続

け
書
き
」
の
手
法
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
書
が
仮
に
わ
ざ
と
硬

く
古
風
に
書
い
て
い
る
も
の
だ
と
し
て
も
、
所
々
含
ま
れ
る
簡
略
化
に

「
繋
ぎ
」
が
垣
間
見
え
る
の
に
対
し
て
、
墨
十
四
に
あ
る
よ
う
な
「
均
し
」

が
殆
ど
姿
を
現
さ
な
い
所
は
、
墨
十
四
と
の
先
後
関
係
が
覗
わ
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
、
墨
十
四
の
成
立
は
二
者
の
間
頃
の
時
代
、
大
体
貞
観

後
半
か
ら
元
慶
初
頭
（
八
六
八
～
八
八
〇
）、
広
く
見
積
も
っ
て
貞
観
か

ら
元
慶
（
八
五
九
～
八
八
五
）
頃
に
あ
る
と
想
定
さ
れ
、
常
行
没
年
（
貞

観
十
七
年
（
八
七
五
））
前
後
ま
で
の
成
立
と
い
う
推
定
が
、
考
古
学
的

に
だ
け
で
な
く
、
文
字
の
形
態
か
ら
も
大
き
な
矛
盾
の
な
い
も
の
で
あ
る

と
い
い
得
る
。

　

三
者
に
共
通
す
る
発
達
的
特
徴
を
総
合
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
仮
名

文
字
は
、
既
に
行
草
の
漢
字
に
よ
る
「
真
仮
名
」
の
段
階
を
脱
し
、
点
画

や
字
同
士
を
繋
げ
て
書
く
「
続
け
書
き
」
の
段
階
に
あ
る
が
、
画
の
う
ね

り
を
均
し
て
運
筆
を
省
き
、
な
だ
ら
か
に
書
き
下
す
「
流
し
書
き
」
の
段

階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
を
三
者
当
時
の
古
体
の
仮
名
の
一
般
的
な
特
徴
だ
と
す
る
と
、
女

手
書
法
の
完
成
は
、
こ
の
五
六
十
年
の
後
、
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
の
古

今
集
を
経
て
、
承
平
（
九
三
一
～
九
三
八
）
の
完
成
さ
れ
た
女
手
の
筆
跡

が
伝
存
す
る
頃
ま
で
の
間
に
、「
流
し
書
き
」
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
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て
達
成
さ
れ
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
実
態
は
今
後
究
明
す
べ
き

課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
墨
書
土
器
十
四
の
仮
名
文
字
に
つ
い
て
、
仮
名
成
立
史
上
の
位

置
を
定
め
る
べ
く
、
そ
の
形
態
の
分
析
を
行
っ
た
。

　

初
め
に
従
来
説
か
れ
て
い
る
平
仮
名
の
成
立
史
の
概
観
と
西
三
条
第
跡

出
土
の
墨
書
土
器
の
概
要
を
述
べ
た
。
墨
書
の
成
立
は
藤
原
常
行
の
没
年

前
後
が
下
限
と
見
ら
れ
る
。

　

分
析
の
手
始
め
に
、
他
資
料
の
古
体
の
仮
名
な
ど
を
根
拠
と
し
て
墨
書

の
釈
読
を
定
め
、
検
討
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
墨
書
が
新
作

の
和
歌
の
書
き
付
け
で
あ
ろ
う
事
や
、
そ
の
仮
名
の
形
態
が
当
時
の
、
お

そ
ら
く
老
人
の
書
い
た
、
草
卒
な
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
察
し
た
。
な

お
、
読
み
の
正
否
の
確
定
は
、
既
存
の
資
料
の
解
読
の
進
展
と
新
出
資
料

の
増
加
と
に
俟
ち
た
い
。

　

続
い
て
、
行
草
か
ら
女
手
へ
の
字
形
の
変
遷
内
容
を
分
析
し
、
そ
の
簡

略
化
の
法
則
を
六
つ
に
分
類
し
た
。
そ
の
結
果
、
墨
十
四
の
仮
名
の
形
態

は
、
漢
字
の
行
草
の
字
体
が
崩
れ
、
点
画
を
繋
い
だ
り
（
繋
ぎ
）、
字
同

士
を
連
綿
さ
せ
た
り
し
て
、
続
け
書
き
す
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
（
続
け

書
き
）
に
あ
る
と
し
た
。
こ
の
後
、
も
と
の
字
形
に
あ
っ
た
字
画
の
く
ね

り
な
ど
を
均
し
て
運
筆
を
省
略
す
る
こ
と
で
（
均
し
）、
点
画
や
連
綿
を

な
だ
ら
か
に
書
き
流
す
よ
う
に
な
り
（
流
し
書
き
）、
い
よ
い
よ
女
手
ら

し
い
流
麗
な
書
法
が
成
り
立
つ
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
分
析
を
元
に
、
墨
十
四
の
推
定
成
立
年
代
に
近
い
時
代
に
成
立
し

た
「
有
年
申
文
」「
東
寺
檜
扇
」
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
年
代
観
を

考
察
し
た
。
こ
れ
ら
は
書
風
上
の
相
違
こ
そ
大
き
い
が
、
仮
名
の
形
態
と

し
て
は
飛
躍
的
な
変
化
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
三
者
が
共
に
「
続
け
書

き
」
の
段
階
に
達
し
て
い
て
、
か
つ
十
分
な
「
流
し
書
き
」
に
至
っ
て
い

な
い
段
階
に
あ
る
点
は
、
共
通
す
る
年
代
観
に
合
致
す
る
。
よ
っ
て
墨
十

四
の
成
立
は
、
有
年
申
文
の
成
立
頃
か
ら
東
寺
檜
扇
の
成
立
頃
ま
で
の

間
、
丁
度
常
行
没
年
前
後
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
考

古
学
的
に
推
定
さ
れ
て
い
た
こ
の
墨
書
土
器
の
成
立
の
年
代
観
が
、
平
仮

名
の
文
字
形
態
の
発
達
と
い
う
観
点
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

従
来
、
当
地
出
土
の
墨
書
土
器
の
仮
名
の
仮
名
成
立
史
上
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
は
、
古
代
の
仮
名
資
料
の
実
証
的
な
考
察
方
法
が
確
立
し
て
い

な
い
た
め
、
見
る
者
の
印
象
や
観
点
に
よ
っ
て
「
最
古
級
の
平
仮
名
（
三
十
一
）」

と

し
た
り
「
草
仮
名
（
三
十
二
）」
と
し
た
り
と
、
漠
然
と
し
た
議
論
し
か
で
き
な
か
っ

た
。
本
論
で
は
そ
の
文
字
形
態
を
な
る
べ
く
客
観
的
に
分
析
し
、
他
の
資
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料
と
実
際
に
比
較
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
な
特
徴
を
掘
り
出
し
、
更
に
平

仮
名
の
成
立
過
程
の
現
象
の
内
容
に
ま
で
言
い
及
ん
で
、
墨
十
四
の
仮
名

成
立
史
上
の
位
置
付
け
を
考
察
し
た
。

　

な
お
、
西
三
条
第
跡
出
土
の
墨
書
土
器
の
仮
名
に
は
、
こ
れ
よ
り
も
形

の
古
め
か
し
い
も
の
や
（
た
と
え
ば
墨
八
・
墨
十
五
）、
進
歩
的
な
も
の

も
見
え
る
（
墨
十
一
・
墨
十
六
な
ど
）。
本
論
で
論
じ
た
形
態
の
繁
簡
に

よ
る
年
代
の
先
後
の
見
え
方
と
、
丸
川
義
広
氏
が
土
器
編
年
案
を
用
い
て

行
っ
た
土
器
の
形
態
に
よ
る
墨
書
土
器
年
代
の
推
定
（
三
十
三
）と

の
間
に
は
、
年
代

観
に
ず
れ
が
あ
る
。
同
時
代
の
異
な
る
世
代
の
書
き
方
や
、
場
面
に
よ
る

書
き
ぶ
り
の
差
な
ど
、
以
後
究
明
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
今
後
は
、
近
年

次
々
と
新
出
す
る
古
代
の
仮
名
資
料
の
増
加
に
よ
っ
て
、
今
回
論
じ
た
事

が
よ
り
詳
細
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

注（一
）	「
平
仮
名
」
と
い
う
名
称
は
、
こ
こ
で
は
、
省
画
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
片
仮
名
」

に
対
し
て
、
草
略
に
よ
っ
て
生
じ
た
仮
名
文
字
の
体
系
を
指
し
、
い
わ
ゆ
る
変
体

仮
名
を
も
含
め
た
汎
い
意
味
で
用
い
る
。

（
二
）	

そ
の
調
査
の
概
要
は
、
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
報
告
二
〇
一
一 

― 

九
『
平
安
京
右
京
三
条
一
坊
六
・
七
町
跡
―
西
三
条
第
（
百
花
亭
）
跡
―
』（
京

都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
に
図
版
と
共
に
報
告
さ
れ
て
い

る
。
図
一
の
写
真
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
三
）	

た
と
え
ば
、
明
治
書
院
『
日
本
語
学
』
八
九
五
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）
で
は

「「
ひ
ら
が
な
」
を
問
い
直
す
」、
日
本
史
研
究
会
『
日
本
史
研
究
』
六
三
九
号

（
二
〇
一
五
年
十
一
月
）
で
は
「
仮
名
文
字
と
い
ろ
は
歌
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
と

題
し
た
特
集
が
組
ま
れ
、
当
地
の
墨
書
土
器
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容

を
解
読
し
た
り
、
科
学
的
に
分
析
し
た
り
、
実
証
的
に
仮
名
成
立
史
上
の
位
置
づ

け
を
明
ら
か
に
し
た
論
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
南
條
佳
代
「
藤
原
良
相
邸
跡
出

土
墨
書
土
器
の
仮
名
表
記
に
関
す
る
考
察
」（『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第

二
十
一
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
の
「
六
、
墨
書
土
器
の
書
字
形
態
」
で
は
形
態

の
分
析
に
よ
っ
て
成
立
年
代
に
ま
で
言
い
及
ん
で
、
有
年
申
文
と
秋
萩
帖
と
の
間

に
成
立
し
た
か
と
す
る
が
、
両
者
を
「
草
仮
名
」
と
し
て
同
列
に
扱
う
事
な
ど
に

は
問
題
点
が
あ
る
。

（
四
）	

以
下
、
小
松
茂
美
『
か
な
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
）「
Ⅱ
展
開
―
か
な
の
い

ろ
い
ろ
」
を
基
と
し
て
、
管
見
を
加
え
な
が
ら
論
ず
る
。

（
五
）	

言
葉
「
女
手
」
と
「
平
仮
名
」
と
は
、
現
在
殆
ど
区
別
が
な
く
、
本
論
で
も
両
者

の
名
称
を
用
い
る
が
、
強
い
て
い
え
ば
、「
平
仮
名
」
は
「
片
仮
名
」
に
対
し
て
、

草
略
な
仮
名
の
文
字
構
造
を
指
す
意
味
合
い
が
強
く
、「
女
手
」
は
草
略
な
仮
名

で
も
、「
草
」
や
「
葦
手
」
な
ど
の
仮
名
書
体
に
対
し
て
、
簡
略
な
書
体
と
し
て

の
意
味
合
い
が
強
い
。
本
稿
で
「
女
手
」
と
呼
ん
で
指
す
文
字
は
、
伝
存
す
る
平

安
中
期
以
降
の
古
筆
に
見
え
る
簡
略
な
仮
名
の
書
を
典
型
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
六
）	

注
（
四
）
書
で
も
、
こ
の
両
者
は
同
一
条
に
一
括
り
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
両
者

の
違
い
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
は
矢
田
勉
「
文
字
史
研
究
に
於
け
る
「
片
仮

名
」「
平
仮
名
」「
草
仮
名
」」『
白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
十
六
号
（
二

〇
〇
〇
年
）
が
あ
る
。

（
七
）	
注
（
四
）
書
、
六
十
四
ペ
ー
ジ
以
降
に
載
る
。
ほ
か
原
田
芳
起
「
男
手
女
手
名
義

考
」『
平
安
時
代
文
学
語
彙
の
研
究　

続
編
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
三
年
）
な
ど

に
こ
の
名
義
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
八
）	

注
（
四
）
書
で
は
、
草
仮
名
を
「
真
が
な
（
男
手
）
が
筆
写
を
つ
づ
け
ら
れ
る
間

に
、
自
然
の
勢
い
で
書
き
く
ず
さ
れ
て
出
て
き
た
字
体
で
あ
る
。」（
七
十
五
ペ
ー
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ジ
）
と
す
る
が
、
草
仮
名
や
女
手
の
起
源
に
は
、
実
際
に
は
楷
書
行
書
か
ら
崩
さ

れ
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
草
書
を
借
用
し
て
崩
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
平
仮
名
の

起
源
と
な
る
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
は
、
関
口
研
二
『
か
な
字
解
』（
芸
術
新
聞

社
、
二
〇
一
四
年
）
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

（
九
）	

影
印
は
、
図
二
は
『
和
様
の
書
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）、
図
三
は

『
重
要
文
化
財
木
造
千
手
観
音
立
像
修
理
工
事
報
告
書
』（
教
王
護
国
寺
、
一
九
六

八
年
）
に
よ
る
。

（
十
）	

こ
れ
ら
の
遺
品
の
簡
略
な
解
説
は
森
岡
隆
『
図
説　

か
な
の
成
り
立
ち
事
典
』（
教

育
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
十
一
）
注
（
二
）
書
、
四
十
四
ペ
ー
ジ
。

（
十
二
）
注
（
二
）
書
、
百
十
二
ペ
ー
ジ
。

（
十
三
）
丸
川
義
広
「
平
安
京
右
京
三
条
一
坊
六
町
（
藤
原
良
相
邸
）
出
土
の
仮
名
墨
書

土
器
を
め
ぐ
っ
て
」『
日
本
史
研
究
』
六
三
九
号
（
二
〇
一
五
年
十
一
月
）
七
十

一
ペ
ー
ジ
。

（
十
四
）
注
（
二
）
書
、
三
十
九
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
一
月
二

十
九
日
の
新
聞
各
誌
で
は
、
す
で
に
こ
の
読
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
十
五
）
注
（
三
）
南
條
佳
代
氏
論
文
。

（
十
六
）
注
（
十
三
）
論
文
、
六
十
四
ペ
ー
ジ
。

（
十
七
）
貫
之
集
の
一
本
で
、
成
立
・
書
写
と
も
に
貫
之
没
後
か
ら
下
る
も
の
と
見
ら
れ

る
が
、
古
体
の
仮
名
の
字
形
を
示
し
て
い
る
点
で
有
用
で
あ
る
。『
日
本
名
跡
選　

古
筆
名
品
集
』（
二
玄
社
、
一
九
九
五
年
）
二
葉
、『
日
本
名
筆
全
集　

巻
十　

手

鑑
集
』（
書
藝
文
化
院
）
一
葉
、『
日
本
書
道
大
系　

二　

平
安
一
』（
講
談
社
、

一
九
七
一
年
）
一
葉
、
都
合
四
葉
の
断
簡
が
確
認
で
き
る
。

（
十
八
）
字
例
の
影
印
は
、「
有
・
堂
」
は
『
和
様
の
書
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一

三
年
）、「
自
」
は
注
（
十
七
）
の
三
書
、「
秋
・
高
一
・
高
二
」
は
『
角
川
書
道

字
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
七
年
）、「
道
」
は
注
（
二
十
）
書
に
よ
る
。

（
十
九
）
た
と
え
ば
、
高
野
切
古
今
集
巻
第
一
の
一
番
歌
や
、
秋
萩
帖
の
「
し
か
り
と
て

そ
む
か
れ
／
な
く
に
こ
と
し
あ
／
れ
ば
ま
づ
な
げ
か
る
／
ゝ
あ
な
う
よ
の
な
か
」

な
ど
重
点
を
行
頭
に
置
い
た
例
は
あ
る
。

（
二
十
）
森
川
世
黄
編
『
集
古
浪
華
帖
』（
一
八
一
九
年
）
第
二
巻
所
収
摸
刻
七
通
目
五

行
目
の
最
末
字
。

（
二
十
一
）
寛
弘
元
年
上
巻
裏
書
。『
和
様
の
書
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）

七
十
九
ペ
ー
ジ
。
原
本
、
歌
句
「
み
を
つ
め
ば
」
の
「
め
ば
」
に
上
書
き
し
て

「
み
て
」
と
書
く
。『
角
川
書
道
字
典
』
で
は
こ
れ
を
「
め
」
の
例
と
し
て
取
っ
て

い
る
が
、
後
拾
遺
集
（
一
一
一
三
番
）
に
公
任
卿
の
同
じ
歌
が
あ
り
「
み
を
つ
み

て
」
と
す
る
事
な
ど
か
ら
、「
み
」
と
判
断
し
た
。

（
二
十
二
）『
新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年
～
）
の
各
索
引
で
「
い
く
よ

し
も
」
を
引
く
と
、
八
代
集
以
前
の
も
の
は
、「
勅
撰
集
編
」
で
は
古
今
集
と
新

古
今
集
（
異
本
歌
）
で
二
例
、「
私
撰
集
編
」
で
は
古
今
六
帖
の
一
例
（
古
今
集

の
歌
に
同
じ
）、「
私
家
集
編
」
で
は
朝
忠
集
、
好
忠
集
、
壬
二
集
の
三
例
、「
歌

合
編
」
で
は
住
吉
社
歌
合
、
千
五
百
番
歌
合
の
二
例
。

（
二
十
三
）
佐
野
光
一
『
改
訂
草
書
の
覚
え
か
た
』（
天
来
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
三
ペ
ー

ジ
「
は
じ
め
に
」。

（
二
十
四
）
行
草
の
字
例
の
影
印
は
、
黒
字
は
平
安
前
期
で
北
川
博
邦
編
『
日
本
名
跡
大

字
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
一
年
）、
白
字
は
王
羲
之
系
で
『
角
川
書
道
字
典
』

に
よ
る
。
女
手
は
全
て
『
角
川
書
道
字
典
』
に
よ
る
。
墨
十
四
の
字
例
は
、『
和

様
の
書
』（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）
よ
り
作
成
。

（
二
十
五
）「
ん
」
の
形
の
「
む
」
と
「
も
」
と
は
、
女
手
で
は
字
形
が
酷
似
す
る
が
、

草
仮
名
の
古
筆
や
自
家
集
切
で
は
両
者
の
け
じ
め
が
見
え
る
。
角
紀
子
「「
も
」

の
字
母
に
「
无
」
は
な
い
―
国
語
学
・
古
筆
学
の
視
点
か
ら
―
」『
書
学
書
道
史

研
究
』
十
一
号
（
二
〇
〇
一
年
）
で
は
「
も
」
の
方
の
原
字
が
「
毛
」
で
あ
る
事

を
考
察
し
て
い
る
。『
角
川
書
道
字
典
』
や
関
口
研
二
氏
（
注
（
八
）
書
）
は

「
无
」
と
す
る
。

（
二
十
六
）
古
谷
稔
「
懐
素
と
平
安
書
道
」
中
国
法
書
ガ
イ
ド
四
十
三
『
自
叙
帖
』（
二
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玄
社
、
一
九
八
九
年
）
に
は
、
狂
草
の
日
本
書
道
へ
の
影
響
如
何
に
つ
い
て
言
及

が
あ
る
。

（
二
十
七
）
図
五
の
影
印
は
、
コ
ロ
タ
イ
プ
精
印
『
高
野
切
第
三
種
』（
清
雅
堂
、
一
九

七
七
年
）
に
よ
る
。

（
二
十
八
）
吉
澤
義
則
『
日
本
書
道
新
講
』（
白
水
社
、
一
九
四
一
年
）
二
百
二
十
五
ペ
ー

ジ
か
ら
二
百
二
十
八
ペ
ー
ジ
。

（
二
十
九
）
教
王
護
国
寺
の
千
手
観
音
像
の
内
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
納
入
年
と

思
わ
れ
る
「
元
慶
元
年
十
二
月
」
の
紀
年
が
あ
り
、
西
川
新
次
「
聖
寶
・
會
理
と

そ
の
周
邊
」『
國
華
』
八
四
八
号
（
一
九
六
二
年
十
一
月
）
や
井
上
正
「
檜
扇
二

種
―
平
安
工
藝
の
編
年
的
考
察　

其
三
―
」『
國
華
』
八
九
四
号
（
一
九
六
七
年

一
月
）
に
美
術
・
工
芸
的
な
年
代
観
に
つ
い
て
の
論
が
あ
る
。『
重
要
文
化
財
木

造
千
手
観
音
立
像
修
理
工
事
報
告
書
』（
教
王
護
国
寺
、
一
九
六
八
年
）
二
十
六

ペ
ー
ジ
に
調
査
の
報
告
が
あ
が
る
。
注
（
十
）
書
で
は
第
一
橋
の
読
み
を
「
无
量

授
如
来
（
に
）
も　

た
て
／　

い
ね
も　

こ
ろ
に　

ま
（　
　

）
や
」
と
釈
す

る
。

（
三
十
）「
ね
む
ご
ろ
」
の
古
形
は
「
ね
も
こ
ろ
」
で
あ
る
が
、「
ね
む
こ
ろ
」
の
早
い
例

と
し
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
初
版
第
二
版
共
）
で
は
「
天
理
本
金
剛
般
若
経

集
験
記
」
平
安
初
期
点
（
八
五
〇
年
頃
）
を
取
る
。

（
三
十
一
）
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
一
月
二
十
九
日
付
の
『
朝
日
新
聞
』『
毎
日
新

聞
』『
読
売
新
聞
』
等
の
各
種
記
事
で
、
最
古
級
の
平
仮
名
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

読
売
新
聞
で
は
、
佐
野
宏
氏
の
見
解
を
挙
げ
て
「
9
世
紀
後
半
の
段
階
で
平
仮
名

が
ほ
ぼ
成
立
し
て
い
た
と
の
見
解
を
示
し
た
。」
と
す
る
。
乾
善
彦
「
仮
名
の
用

途
か
ら
み
た
万
葉
仮
名
と
ひ
ら
が
な
」『
日
本
語
学
』
四
一
四
号
（
明
治
書
院
、

二
〇
一
三
年
九
月
）
で
は
「
と
く
に
高
杯
の
柄
に
び
っ
し
り
書
か
れ
た
仮
名
は
、

連
綿
が
進
ん
で
お
り
、
ま
さ
に
ひ
ら
が
な
の
遺
品
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。」

と
連
綿
を
基
準
に
評
し
て
い
る
。
沖
森
卓
也
「
草
仮
名
と
ひ
ら
が
な
」（
掲
載
同

前
）
に
は
、
こ
れ
ら
の
墨
書
を
指
し
て
「
所
用
の
仮
名
字
体
は
、
単
体
で
は

「
乃
」
の
よ
う
に
行
書
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
大
半
は
草
書
の
万
葉
仮
名
で
あ

る
。」（
三
十
三
ペ
ー
ジ
）
と
し
な
が
ら
「
今
回
の
お
び
た
だ
し
い
平
仮
名
墨
書
の

土
器
破
片
の
出
土
は
九
世
紀
半
ば
に
お
い
て
す
で
に
平
仮
名
が
盛
行
し
て
い
る
こ

と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。」（
三
十
五
ペ
ー
ジ
）
と
「
平
仮
名
」
と
評
価
す
る
。

（
三
十
二
）
注
（
三
）
の
南
條
氏
の
論
文
で
は
、
平
仮
名
へ
の
過
渡
期
形
態
と
し
て
の

「
草
仮
名
」
の
遺
品
と
し
て
、
有
年
申
文
と
秋
萩
帖
と
を
挙
げ
、
当
墨
書
の
成
立

を
有
年
申
文
以
後
、
秋
萩
帖
以
前
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
が
、
す
な
わ
ち
、

「
草
仮
名
」
と
し
て
の
評
価
と
見
受
け
ら
れ
る
。
石
川
九
楊
『
日
本
の
文
字
：「
無

声
の
思
考
」
の
封
印
を
解
く
』（
ち
く
ま
新
書
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
で

は
、
こ
れ
を
「
も
っ
と
も
進
化
し
た
草
仮
名
と
言
う
方
が
適
切
。
そ
の
理
由
は
、

た
し
か
に
文
字
の
連
綿
は
見
ら
れ
る
が
、「
字
形
そ
の
も
の
が
連
続
体
へ
と
構
造

的
に
飛
躍
し
て
い
る
」
と
は
言
い
に
く
い
か
ら
だ
。」（
八
十
一
ペ
ー
ジ
）
と
、
字

形
に
着
目
し
て
、「
草
仮
名
」
と
見
る
。

（
三
十
三
）
注
（
十
三
）
論
文
六
十
七
ペ
ー
ジ
か
ら
六
十
九
ペ
ー
ジ
。

（
原
文
歴
史
的
仮
名
遣
い
）


